
 

 

  

 

 令和 2年度も，残り数日となりました。保護者の皆さんに，お子さんの成長 

はどのように映っていますでしょうか。 

 コロナ禍の中で，様々な行事が制限されても，生徒たちそれぞれが工夫し．前向きに頑張ってき

ました。保護者の皆さんも，例年と違い，生徒の様子を見る機会が少なくなり，残念に思っていら

っしゃることでしょう。生徒たちが，この 1年，学校生活がよりよいものになるようにと取り組ん

できたことをいくつか紹介します。 

 

◆笑顔満開政策（各委員会の活動から） 

○厚生委員会 「標語コンテスト」から 
   厚生委員会では，全校生徒から標語を募集しました。どの作品もよく考えられていて感心しました。 

  

『やめなよ。」その一言で救われる人がいる』『なくそう いじめ 増やそう 笑顔』     

『いじめ撲滅 笑顔の花を咲かせよう！』 『咲かそう笑顔 繋ごう みんなの心』 

 

 ○保健体育委員会 

  笑顔満開政策のひとつとして，保健体育委員会の話合いから「全校で氷鬼をやろう」という意

見が出ました。鬼に捕まった人を助けたら，助けてもらった人は「ありがとう」とお礼を言う大

中ルールを設けました。夢中になりすぎて，お礼を言うのを忘れてしまっている人もいましたが，

久しぶりに全校で遊んで楽しいひとときでした。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○広報＆生活委員会＆執行部 
   

 

 

 

 

 

 

 

                    

文責：生徒指導部 

令和３年３月４日 

1年間を反省し，次年度への決意を新たにもとう 

 

  

 

生徒がいじめ撲滅の

ポスターを製作し，校

内に掲示しています。 

 

 



○生活委員会 
 生活委員会では，あいさつ運動の強化週間を設け，元気のよいあいさつをする人と気持
ちのよいあいさつをしている人を表彰しました。その後，「いつもありがとう。」「どういた
しまして。」など『言われてうれしい言葉リレー』を全校で行いました。 
  
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「言葉遣いについて」 

 以上，「笑顔満開政策」の一例を紹介しましたが。生徒会執行部が提案したこの取組の中

で，生徒が力を入れているのが「言葉遣い」です。先日の３校園の会議でも同じように「言

葉遣い」について話題になりました。家庭での影響も大きいことから，各家庭に協力をお

願いしながら指導を進めていこうということになりました。 

ご家庭でのお子さんの言葉遣いは，どうでしょうか？よく話題になるのが，TV やゲー

ムの影響です。ドラマやバラエティー番組などの影響も大きいと思います。 

生活委員会の集会でも生徒たちに，言葉遣いについて考えて生活していこうと提案しま

した。休み時間の生徒たちの会話を聞くと，ゲームで遊んでいる時の感覚で，相手に強い

口調で話したり，上から目線で話したりしていることがあります。小さい頃から，ずっと

一緒に過ごしてきて，なれ合いということもあると思いますが，「親しき仲にも礼儀あり」

です。親しい友達にも，思いやりの気持ちをもって，接することが大切だと思います。 

 厚生委員会が募集した標語の中には，相手を思いやる気持ちが伝わってくる作品がたく

さんありました。「笑顔満開政策」が，全校生徒に浸透している表れではないでしょうか。

また，各委員会が作成したポスターが，生徒の意識を高める効果を生み出していることも

あると思います。来年度も，大中生みんなが，いじめのない，温かい雰囲気のある学校作

りを目指していきます。 

  

 春休みの生活の中で，ぜひ，「言葉遣い」について話題にしてみてください。また，お子

さんの1年間を振り返りながら，生活面のことも話題にしていただけるとありがたいです。

４月には，それぞれ進級し，新たな目標を胸に，期待感をもって新学期を迎えることでし

ょう。期待に満ちあふれる新年度になるよう，我々職員も努力していきたいと思います。

今年度，学校の様々な教育活動にご理解・ご協力，ありがとうございました。 

 


